
対象期間：令和４年４月1日～令和５年３月３１日

エコアクション２１

環境活動レポート

令和４年度版

株式会社　ZERO・アース

発行日：令和５年 5月 1日



  １．事業者及び代表者氏名

　
        株式会社　ZERO・アース
        代表取締役　中村　史代

　２．所在地

　 本社 〒920-0209　　金沢市東蚊爪町ラ５３番地１

  ３．環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 取締役　　　　　　中村　郁　　　　　　
連絡担当者 代表取締役　　　中村　史代 　 
連絡先 〒920-0209　　　金沢市東蚊爪町ラ５３番地１
電話 076-237-7708
ファックス 076-237-7709
ホームページ http://www.zero-earth.com
e-mail zero-earth@axel.ocn.ne.jp

  ４．事業の規模及び事業内容

平成21年10月13日

３３　百万円

５名（内ﾊﾟｰﾄ従業員２名）

６６０ｍ
2

１１４百万円 （弊社会計年度　１０／１～９／３０）

特別管理産業廃棄物収集運搬及び処分業（中間処理）

産業廃棄物収集運搬業

（単位　ｔ）

令和２年度 令和３年度 令和４年度

153 198 224

265 336 438

265 336 438

　５．対象範囲

　１．認証・登録範囲 全組織 株式会社　ＺＥＲＯ・アース

全活動 特別管理産業廃棄物及び産業廃棄物収集運搬

（感染性医療廃棄物）

特別管理産業廃棄物処分業

（感染性医療廃棄物）

感染性産業廃棄物滅菌機の設計・開発・販売・

設置、及びそのコンサルタント業務、古物商

　２．環境活動レポートの 令和４年４月１日～令和５年３月３１日

　　　対象期間及び発行日 令和５年５月１日発行

特別管理産業廃棄物中間処理量

設立

資本金

従業員数

延べ床面積

事業内容

　１．事 業 所　の 概 要

令和４年度売上

産業廃棄物収集運搬量

特別管理産業廃棄物収集運搬量
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別紙　優良産廃処理業者認定制度の情報開示項目

（１）事業所の概要

　①法人設立年月日 平成２１年１０月１３日

　②資本金 ３３　百万円

　③売上金 １１４百万円（令和４年度）

　④組織図 次頁に掲載

（２）許可の状況

　①許可の内容

積替保管 取得年月日

有無 有効期限

令和2年2月22日

令和７年2月21日

令和2年3月8日

令和7年3月7日

令和2年3月8日

令和7年3月7日

令和2年10月22日

令和7年10月21日

令和2年10月22日

令和7年10月21日

令和2年10月15日

令和7年10月14日

令和2年10月15日

令和7年10月14日

②施設の状況

・運搬車両の種類と台数

大積載量：ｋｇ

ステーションワゴン 金沢　584 く　19 350

冷凍冷蔵庫 金沢　830 さ　19 2,000

冷凍冷蔵庫 金沢　830 せ　19 2,000

キャブオーバー 金沢　130 す　19 2,000

バン 金沢　430 つ　19 1,000

・処理施設

施設の種類 加熱滅菌施設

取扱廃棄物の種類 感染性医療廃棄物

処理能力 １．５　トン／日

稼働時間 １４時間

処理方式 加熱滅菌

構造・設備の概要 鉄骨造平屋建て 158.67㎡

その他 建屋内コンクリート基礎

・処理工程図
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富山県
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廃棄物の種類/

発生場所

感染性医療廃棄物/

医療施設

収集運搬

㈱ZERO・アース

中間処理

㈱ZERO・アース

終処理

取引先５社
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令和4年4月1日

代表取締役社長　 中村　史代

取締役　　　中村　郁

中村　史代　（高神　和美）

営業部 運搬部 処理部 総務部

中村郁 嶽慎之輔　(井戸谷　満） 嶽慎之輔 中村　史代　（高神和美）

合計５名

【責任者の役割】

　　代表者 環境方針の制定

環境管理責任者の任命

環境保全に関する人、もの、金の提供

エコアクションシステムの見直しをする

　　環境管理責任者 エコアクション２１活動責任者

環境活動レポートの作成、公開

環境目標、計画の作成と進捗管理

環境関連法律の順守評価

　　事務局 環境管理責任者の補佐

進捗管理のデータ収集、整理

代表者

環境管理責任者

２．株式会社ZERO・アース
エコアクション２１　推進体制表

事務局
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　　近年の地球規模での温暖化対策に伴い、当社では2009年の創業以来「加熱滅菌処理

　　システム」の導入により、微力ながら二酸化炭素排出量を抑制するため、焼却しない

　　地球環境にやさしい医療廃棄物の処理を進めております。更に、産業廃棄物であるプ

　　ラスチック類及び木くず、鉄くず、廃ランプ等の産業廃棄物を資源と捉え、リサイクル・リ

　　ュースに積極的に取り組んでおります。これは2015年国連サミットで採択された国際目

　　標である持続的な開発目標・SDGsの目標12「つくる責任つかう責任」と合致するもので

　　あり、当社に於いては追い風となっております。また、昨今の目まぐるしい世界情勢の

　　変化に対応するために、柔軟な理解と対応を目指しております。

（１）　エコアクション２１ガイドラインに準拠した環境マネジメントシステムを構築し、環境

関連の法規、条例等の規則を順守するとともに、地域・業界・顧客の環境関連要求

事項に対応し、環境活動の継続的な改善を図ります。

（２）　環境目標及び活動計画として下記の重点項目を設定し、改善することで環境負荷

の低減に取り組みます。

① 二酸化炭素排出量削減のため省エネルギーの推進

② 廃棄物の徹底的な分別によるリサイクルの推進

③ リサイクル、リュースによる資源の延命、保持の推進

④ 環境に関連する法令、条例及びその他要求事項を順守

⑤ プラスチック新法に基づく廃プラスチックのリサイクル、循環に取り組む

⑥ 植樹・グリーンカーテン等二酸化炭素から酸素へ、地球環境の改善を一層目指す

⑦ 水資源の効率化と、雨水の有効利用

⑧ 地域ボランティア及び清掃作業、ゴミ拾い、除草・除雪作業等の地域貢献活動を

積極的に取り組む

⑨ 地球規模での異常事態を巻き起こしているコロナウイルスに対して、医療機関の

下支え企業として医療及び生活環境維持を最優先に業務を行う

令和4年4月1日

株式会社ＺＥＲＯ・アース

代表取締役　　中村史代

　３．環境方針
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（過去３年間の実績）

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 43,041 43,150 53,573

　　　　　　　　　　購入電力 kg-CO2 14,654 15,315 12,219

灯油 kg-CO2 813 1,274 2,495

　　　　　　　　　　ガソリン kg-CO2 11,955 9,693 10,508

　　　　　　　　　　軽油 kg-CO2 15,596 16,776 21,315

                      ＬＰＧ kg-CO2 23 92 37

 廃棄物排出量 ｔ 105 147 171

中間処理量 ｔ 265 336 438

受託した産業廃棄物の
リサイクル率向上

％ 60.0 56.0 60.9

水使用量の削減 ㎥ 79 69 68

※購入電力の二酸化炭素排出量は北陸電力の0.480kg-CO2/kWhを使用しました。

①　二酸化炭素は車両等（除雪車含む）で使用する軽油とガソリンの化石燃料が59％を占めている。

②　コロナウイルス蔓延に伴い、廃棄物の発生量が増加し、車両の収集運搬量が増加したため軽油の使用量が

　　増加している。

③　電力の効率化を図るための新しい装置の導入により仕事量の増加に反して購入電力は安定している。

④　灯油が令和４年度で増加したのは、記録的な豪雪による暖房消費のためである。

⑤　客先から依頼された感染性廃棄物の中間処理量は営業との密接な関係があり変動します。（顧客の増加、

　　　コロナウイルス蔓延に伴う医療廃棄物の増加が反映されている）

⑥　リサイクル率は昨今の世界情勢を鑑みると変動するのが実状である。当社では、令和2年度より減容量を

　  　リサイクルに反映させました。（当社では再生利用等実施率をリサイクル率と定義）

⑦　水は市水であり手洗い、トイレ、食器洗浄で使用するものが大半である。使用量は順調に削減できている。

　４．環境目標とその実績
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（今後３年間の目標）

単位
令和３年度

実績
令和４年度

目標
令和５年度

目標
令和６年度

目標

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 43,150 42,719 42,291 41,868

廃棄物排出量 ｔ 147 146 144 143

中間処理量 ｔ 336 353 370 389

受託した産業廃棄物の
リサイクル率向上

％ 56.0 60 60 60

水使用量の削減 ㎥ 69 68 68 67

①令和４年度の二酸化炭素排出量は令和３年度の実績を基準として毎年１％削減とする。

②廃棄物排出量は令和３年度の実績を基準として毎年1％削減目標であるが廃棄物の受注量に伴い

　変動がある。

③中間処理量は令和3年度の実績を基準として毎年５％増とする。

④リサイクル率は令和３年度の実績をもとに60％以上維持する事を目標とする。

⑤水の使用量は令和３年度の実績を基準として毎年1％削減とする。
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評価 次年度の取組 担当部署

二酸化炭素排出量の削減 車両の適正運転（空ぶかし、アイドリング） ○ 全員

空調温度管理（28℃、20℃） ○

車両の効率的収集運搬計画の実施 〇

照明の管理（消灯の徹底） ○

廃棄物排出量の削減 加熱滅菌施設の稼働率向上 〇

リサイクル率の向上 滅菌処理終了後の再生処理率向上 △

事務所で発生する一般廃棄物の分別回収徹底 〇

新規顧客の拡大 △

中間処理施設の故障削減 〇

水使用量の削減 洗車で使用する水を減らす（雨水の適切な使用） 〇

トイレ、洗濯、流し台での節水 〇

コピー用紙 裏面使用 ○

パソコン利用拡大、ペーパーレスを目指す 〇

二酸化炭素から酸素へ 植栽の充実 ○ 環境管理責任者

グリーンカーテンの設置 △ 中村　郁

教育訓練及びコミュニケーション 安全衛生に関する講習会 ○

町内会の掃除に参加する ○

優良産廃処理業者認定制度取得 △

６．令和４年度の目標、実績と評価

目標 実績

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 42,719 53,573 × × ○　：　達成

廃棄物排出量 ｔ 146 171 × × △：1～１０％未達

産業廃棄物の中間処理量 ｔ 353 438 〇 〇 ☓：10％以上未達

受託した産業廃棄物の
リサイクル率向上

％ 60.0 60.9 〇 〇

水使用量の削減 ㎥ 68 68 〇 〇

①　二酸化炭素排出量は、事業の拡大に伴い車両に係る燃料増加（除雪を含む）が原因と考えられる。

②　廃棄物排出量は、事業の拡大及びコロナウイルス蔓延に伴う廃棄物量の増加による要因が大きい。

③　昨今の世界情勢に伴い廃プラスチックの増加とリサイクル処理問題を受けた結果となったが、新法「プラスチック循環法」

　　　に基づきリサイクル率を高めるように進めていく。

④　水の使用量は、概ね達成できた。

⑤　令和2年度より減容量をリサイクルに反映させました。（当社では再生利用等実施率をリサイクル率と定義）

⑥　収集運搬車両の効率的運転として取引先への協力依頼により収集運搬ブロックを設定し、効率の良い収集

　　　運搬業務を行っている。

　５．環境活動計画、取組、評価及び次年度の取組

中間処理量の増加

評価基準単位 評価

継続

継続

継続

継続

具体的取組内容

令和４年度 達成率
（実績／目

標）

継続

継続

継続
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チェック日

令和５年３月

令和５年３月

マニフェスト管理 令和５年３月

収集運搬車両の対策 令和５年３月

令和５年３月

フロン排出抑制法による業務用エアコンの簡易検査を、令和元年６月より3ヶ月毎に実施。

環境関連法規の違反及び苦情等はありませんでした。

また、関係当局より違反、訴訟等の指摘は過去には一度もありません。

環境関連法規に関しては自らが定期的に順守状況をチェックしています。

コロナ騒動の影響で仕事量は増加しました。今後は更にリサイクル率を高めることを重要視して取り

組みを強化してゆきます。

解したうえで、これまで取り組んでこなかった違う分野での視点からリユース、リサイクルを積極的に

進めていきたいと考えております。

令和５年５月１日

代表取締役社長　中村　史代

運搬・処分は許可を受けた
ものが行う

　７．環境関連法規の順守評価と違反訴訟等の有無

　廃棄物は社会情勢,業務の受注及び顧客の排出量により大きく変動します。令和2年度～４年度は,

法規名 順守事項 当社の順守内容

フロン排出抑制
法

エアコンの簡易検査 ３ヵ月ごとに点検する

契約書（許可証、有効期限の
チェック）

廃棄物処理法
（廃掃法）

帳簿の作成（90日、180日）
マニフェスト管理台帳

　エコアクション２１に於いては、令和元年５月に認証を受け、その後目標を細かく設定してより具体

廃棄物飛散防止ネット、カバー
運搬車両の表示（許可番号等）

廃棄物処理状況の報告
（前年度実績を4-6で報告を）

　８．代表者による全体評価と見直しの結果

マニフェスト管理台帳の報告

令和４年度の取組としては、これまで通り省エネと資源の再生化に取り組み、プラスチック新法を理

的に取り組みを行ってまいりました。

　環境方針、環境目標に関してはこのまま継続していきます。
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